
【総括】

  平成30年度の歳出は155,377千円で、前年度より16,800千円の増額となりました。

  主な要因は、過年度の消費税算定、申告誤りによるものが、11,598千円の歳出増となりました。

  実施した主な事業は、相差浄化センター滅菌装置、攪拌機、逆洗ポンプについて、老朽化により事

業運営に支障が生じていることから取替を行いました。

  下水道使用料については、現年度が98.8％、過年度が2.9％、収納率全体では61.6％となり、昨年度

と比べ現年度は上回りましたが、過年度については下回る結果となりました。

（単位：千円）

～

千円

  一般職員１人・嘱託職員１人（年度途中退職）を配置し、下水道処理区域内施設の適切な管理

運営と、下水道使用料の調定・収納事務を行いました。

  過年度の消費税算定、申告誤りにより、11,598千円（内訳：消費税及び地方消費税9,684千円、

附帯税1,914千円）の歳出増加となりました。

○主な経費 一般職員・嘱託職員各１人分人件費 8,356 千円

公課費    10,780 千円

補償、補填及び賠償金 1,914 千円

使用料及び賃借料 491 千円

○主な財源  一般会計繰入金 22,688 千円

（単位：千円）

繰入金

特定環境保全公共下水道事業特別会計

（款） 1 事業費

（項） 1 事業費

（目） 1 総務費

予算現額 決算額
財　　源　　内　　訳

国庫支出金 県支出金 地方債

事項別明細書　P

その他 一般財源

25,242 22,688 22,688

決算額 22,688

翌年度繰越額 0 千円

事業
区分 1 総務管理費 22,688 千円

まちづくりの目標 3-2【自然共生】自然をまもる気持ちや活動を広げよう (前年度決算額) 13,916 千円

252

総務管理費

予算現額 25,242 千円

（款） 1 事業費

（項） 1 業務費

（目） 2 施設管理費

予算現額 決算額
財　　源　　内　　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 繰入金 その他 一般財源

56,690 54,195 3,532 265 50,398

－　372　－



～

千円

  相差・畔蛸町の下水道処理区域内の各施設・設備の適切な管理運営に努めた結果、良好な放流

水質が確保され、地域の環境保全を図りました。

　○主な経費

・需用費

●下水道施設 光熱水費 10,292 千円

・委託料

●浄化センター汚泥処理業務 2,578 千円

  発生した汚泥（216ｔ）の、堆肥化処理を行いました。

●下水道施設運転管理及び水質分析業務 24,732 千円

  下水道施設の機能を良好に保つとともに、汚水･汚泥の処理工程管理の円滑化を図りました。

●下水道施設運転管理包括業務 5,994 千円

  浄化センター・中継ポンプ場・場外施設の維持管理業務において、包括的に業務を委託し民

間事業者の創意工夫を活かしながら、下水道施設運転管理業務の効率化を図りました。

●浄化センター汚泥収集運搬業務 2,424 千円

  発生した汚泥（216ｔ）を、堆肥化施設までの運搬を行いました。

●相差浄化センター及び中継ポンプ場脱臭用活性炭取替 2,840 千円

相差浄化センター、相差中継ポンプ場の脱臭用活性炭を取り替えることで、臭気を抑え、

適正な管理を行いました。

・工事請負費

●相差浄化センター紫外線滅菌装置取替工事 1,339 千円

紫外線を照射し、滅菌を行う装置が老朽化し、取り替えを行い、適正な管理を行いました。

●相差浄化センターポンプ井攪拌機取替工事 1,458 千円

汚泥を攪拌する装置が老朽化し、取り替えることで、適正な管理を行いました。

●相差浄化センターNO1逆洗ポンプ取替工事 1,512 千円

汚水処理後、処理水を再利用を行うための逆洗ポンプのうちの1つが老朽化により取り

替えるを行うことで、適正な管理を行いました。

　○主な財源

一般財源 50,398 千円

一般会計繰入金 3,532 千円

（単位：千円）

事業
区分 1 施設管理費 54,195 千円 事項別明細書　P 254

施設管理費

予算現額 56,690 千円

決算額 54,195

翌年度繰越額 0 千円

まちづくりの目標 3-2【自然共生】自然をまもる気持ちや活動を広げよう (前年度決算額) 46,166 千円

（款） 2 公債費

地方債 繰入金 その他 一般財源

（項） 1 公債費

（目） 1 元金

62,766 62,766

予算現額 決算額
財　　源　　内　　訳

国庫支出金 県支出金

062,767

－　373　－



～

千円

  下水道債償還元金を支出しました。

　○主な経費（償還元金の明細）

財政融資資金 12件 37,527 千円

地方公共団体金融機構 17件 25,239 千円

　○主な財源

一般会計繰入金 62,766 千円

（単位：千円）

～

千円

  下水道債償還利子を支出しました。

　○主な経費（償還利子の明細）

財政融資資金 12件 10,564 千円

地方公共団体金融機構 17件 5,164 千円

　○主な財源

一般会計繰入金 15,728 千円

～

千円

  執行は、ありませんでした。

事業
区分 1 下水道債償還元金 62,766 千円 事項別明細書　P 254

下水道債償還元金

予算現額 62,767 千円

決算額 62,766

翌年度繰越額 0 千円

まちづくりの目標 3-2【自然共生】自然をまもる気持ちや活動を広げよう (前年度決算額) 60,457 千円

（款） 2 公債費

地方債 繰入金 その他 一般財源

（項） 1 公債費

（目） 2 利子

15,728 15,728

予算現額 決算額
財　　源　　内　　訳

国庫支出金 県支出金

0

事業
区分 1 下水道債償還利子 15,728 千円 事項別明細書　P 254

15,772

下水道債償還利子

予算現額 15,729 千円

決算額 15,728

翌年度繰越額 0 千円

まちづくりの目標 3-2【自然共生】自然をまもる気持ちや活動を広げよう (前年度決算額) 18,038 千円

事業
区分 2 一時借入金利子 0 千円 事項別明細書　P 254

一時借入金利子

予算現額 43 千円

決算額 0

翌年度繰越額 0 千円

まちづくりの目標 3-2【自然共生】自然をまもる気持ちや活動を広げよう (前年度決算額) 0 千円

－　374　－


